
中部の エネルギー

野口 遵は、わが国電気事業揺籃期の１８９６
（明治２９）年に東京帝国大学電気工学科を卒業
した。卒業後、福島県郡山絹糸紡績会社の技
師長として水力発電事業に取り組んだが、父
が亡くなり東京に戻った。次に、ドイツのシ
ーメンス・シュッケルト会社（シーメンス会
社の創立者カール・ホン・シーメンスは、エ
ジソンと同時代に交流発電機を発明したこと
で知られている）東京支社に入社し、水力発
電事業のコンサルタント、エンジニアリング、
電力利用設備のマーケティングを担当した。
この時代に、現在の中部電力宮城第一発電所
・長良川発電所の建設にあたったことが「野
口遵翁追懐録」にみられる。
その後、野口は日本全国及び朝鮮半島にお

いて大規模な水力発電の建設を進め、電力を
多量に消費するカーバイド、石灰窒素、硫安
などの電気化学工業と水力発電とを結びつけ
れば、発電所の建設費が短期間で償却でき、

電力料金は割安になるという時代を先取りす
る発想に基づき、世界有数の電気・化学企業
を育て上げた。そして、日本窒素肥料（１９０８
年）、旭べンベルグ（１９３３年）、朝鮮水電（１９２６
年）、朝鮮窒素肥料（１９２７年）、満州鴨緑江水
電（１９３７年）などの会社を興し、一代で日窒（に
っちつ）コンツェルンを築きあげた。
今回は、宮城第一発電所・長良川発電所を

中心に紹介する。

中部地域での水力発電所建設

ドイツの電機メーカー、シーメンスは日本
の電気設備の需要調査と、同社製品販売のた
め、明治２０年に日本事務所を設立した。前年
には、東京電灯が我が国で初めて直流三線式
で電灯・動力の供給を始めた。
野口は、１８９８（明治３１）年から３年間ドイツ

のシーメンス・シュケルト日本事務所に在職
した。当時、シーメンスは、我が国に強電関
系の機械器具を製造するシーメンス・シュケ
ルト会社と弱電関係でメーター類を製造する
シーメンス・ハルスケ会社の二つがあり、東
京支社長にヘルマン・ケスラー（大正３年、

いわゆるシーメンス事件の被告の席についた
人物）がいた。野口は、このヘルマンの知遇
を得て、電気事業に対するコンサルタントと
しての実務を経験した。
（１）安曇電気㈱宮城第一発電所
安曇電気は、明治３５年に設立、翌年、宮城

第一発電所の建設工事に着工、明治３７年に完
成した。この宮城第一発電所の建設工事に尽
力した人物については、「電気の友」第２０１号
（明治４１年２月１５日）に「…水車発電機などの
供給を為さんがため東京シーメンスシュケル
ト会社の野口遵氏大いに奔走しせり同地方出

水力発電開発から
電気化学工業の父・野口 遵

野口 遵（したがう）



身の工学博士青柳栄司氏其他の賛助を得て其
目的を達したりと、…実際シーメンスシュケ
ルト会社の請負同様にて設計より工事に至る
まで大小となく野口氏の手になれるものの如
し、…有明山麓の発電所への機械運搬は随分
困難なりしが汽車にて明科駅迄それより高瀬
川をのぼせ更にレールを敷き発電所まで運
ぶ」と具体的に記述され、さらに野口遵翁追
懐録や当時の記録写真などをみると、野口遵
やシーメンス東京支社・ドイツ人のヘルマン・
ケスラーなどが発電所建設に関係していたこ
とが分かった。１９２８（大正３）年には、同じシ

ーメンス社製２８０kVA及びフォイト社製水車
の２号機が増設され、松本方面に送電された。
なお、この第一発電所（出力：２５０kW）か

らは、中部地方で初めて採用された１１，０００V
の特別高圧送電線により、大町・池田・穂高・
豊科の４変電所を建設して一般供給された。
宮城第一発電所の水車・発電機・励磁機に

ついては、ランナ改修、コイル巻替や部品更
新が行われたものの、１００年以上経過した現
在でも稼働している。仕様・製造番号などは
次のとおりである。

（２）名古屋電灯㈱長良川水力発電所
名古屋電灯は、１８９６（明治１９）年に東京電灯

に次いで設立され、１９８９（明治２２）年に開業し
た。同社が初めて手掛けた水力発電所の建設
が長良川発電所である。
この開発の経緯は、東濃旧岩村藩士・小林

重正が長良川の河川を踏査し、自費を投じて
計画をまとめ、水利権をえながら事業化する
ことができなかったので、野口は小林から長
良川の水利権を譲り受けた。その後名古屋電
灯は、シーメンス社からこの水利使用権を得
て建設を始めることができた。このような関
係から同発電所の機械設備はシーメンス社製

になった。
当発電所は、明治４１年着工、明治４３年に完

成し送電を開始した。水車は横軸フランシス
水車２，３３０kW（フォイト社製）、発電機は横
軸回転磁型、交流、２，５００kW（シーメンス社
製）の３台（水車、発電機の各１台は予備）で
あった。また、変圧器は１，２５０kVA、１次電
圧２，３００V、２次電圧３３，０００Vの５台（シーメ
ンス社製）設置され、発電所から児玉変電所
までは特別高圧３３，０００Vで敷設され、木曽川
横断部分に我が国で初めて鉄塔を使用するな
ど、その後の高圧送電時代の先駆となった。
この発電所の建設は、社運をかけた大工事

機器名 仕様・製造番号など

水 車 横軸フランシス水車 ２６０kW NO．１４３３ J.M.VOITH HEIDEMHEIM １９０３

発電機
SIEMENS―SCHUCKERTWERKE
MODELL MDG３００／４０Nr．５３６２０C５００VOLT２８９AMP．７５０UMDR.

励磁機
SIEMENS―SCHUCKERTWERKE
MODELL SGM２２０Nr．５１４４７C１１０VOLT５９AMP．７５０UMDR.

宮城発電所の導水工事 宮城発電所の水車と発電機



であるとともに、名古屋開府３００年記念
で開催された第十回関西府県連合共進会
の会場となった鶴舞公園の電気イルミネ
ーション２５，８００余灯を飾ることができた。
名古屋電灯は、発電所工事資金調達に

４００万円の増資を計画したが、日露戦争
後の株式市況は暴落し払い込みが進まな
かった。そこで、当時、三井銀行名古屋
支店長であった矢田績は、長良川発電所
さえ完成すれば事業の発展が望めると福
沢桃介に説明し、明治４２年に株主名簿に
登録し、翌年取締役から常務取締役に就
任し、名古屋で活躍するきっかけとなった。
同発電所は、昭和５６年改修工事で４，２００kW

から４，８００kWに増設され、撤去された水車
発電機が発電所本館横に保存されている。こ
のときシーメンス社とフォイト社から
「これらのドイツの工場で製作された機械

は、７０年以上の長きにわたって誠実に働き続
けこの地方の電力供給に貢献しました。
ドイツと日本のよき協力関係がここに実証

されていることを我々は喜びとするものであ
ります。」と記されたプレートが贈られ、日独
友好関係を記念する発電所となっている。

野口 遵が開発した水力発電所

野口は日本全国および翁の人生後半に朝鮮
半島において大規模な水力発電所を開発した。
今回は主に野口遵翁追懐録に記されている発
電所を羅列的に紹介する。
（１）郡山絹糸紡績㈱ 沼上発電所
猪苗代湖から流れる安積住疏水の沼上滝に、

沼上発電所（出力：３００kW）を、明治２９年に建
設した。同所から郡山までの２３㌔㍍を１１，０００
Vの電圧で送電し、長距離高圧送電の先駆け
となった。野口は、東京帝国大学電気工学科
の実習生として、また卒業後は主任技術者と
して参加した。
（２）駿豆電気㈱ 平井発電所
駿豆電気は、１９０１（明治３４）年に設立され、

野口は取締役兼技師長として就任した。同社
は熱海電灯を買収し、平井発電所（出力：２７５
kW）を建設し沼津や三島へ電気供給を開始
した。１９０６年に駿豆電気鉄道と改称し、沼津
三島間の電車を開通させた。
（３）曾木電気㈱ 曾木発電所
曾木電気㈱は明治３９年に資本金２０万円で設

立され、野口が取締役社長に就任した。九州
水俣に近い矢楯川の曾木滝を利用し曾木発電
所（出力：８００kW）、引続き第２発電所（出
力：１５００kW）を建設し、石灰窒素製法によ
るカーバイド生産を開始した。
（４）宇治川電気㈱、近江水電㈱との関わり
野口は１９１５（大正４）年、宇治川電気㈱の技

術顧問を経て取締役に就任した。同社は１９０６
年に資本金１２５０万円で設立され、近江水電な
どを１９２１年に合併し、いわゆる５大電力の一
つになった。
（５）広島電灯㈱、出雲電気㈱との関わり
野口は１９１９（大正８）年から数年間、広島に

住み、広島電灯（設立：１８８９年、１９２１年広島
電気と合併）や出雲電気（設立：１９１１年、１９４２
年中国配電に継承）などの経営に携わった。
野口は、広島電灯の社長に就任したが、朝鮮
半島での事業が本格化するとソウルに経営拠
点を置いた。

長良川発電所（撤去された水車発電機を展示）
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朝鮮半島における大規模な水力発電所の建設

野口が世界的な大事業家として足跡を残し
たのは、朝鮮半島における水力発電所の開発
と、その電力を利用した化学工業の経営であ
った。
（１）朝鮮水力電気㈱赴戦江水力発電所
大正１５年、朝鮮水力電気㈱が設立（資本金：

２０００万円・日本窒素が全額出資）され、野口
が社長に就任した。

ふ せん こう

赴戦江（全長：１２１㌔㍍）は、朝鮮半島北東
部・蓋馬（かいま）高原にある妙香山脈の高大
山（標高：１７６８㍍）に源を発し長津江に流れて
いる。赴戦江の全流量をせき止めるダム工事
は、１９２６（大正１５）年に着工、１９３０年に完成し
た。このダムでせき止められた水は、落差を
大きくするため、山脈を貫通する水路で日本
海に流して発電している。
発電設備工事は、１９２９（昭和４）年から昭和

７年にかけて、第一発電所（出力：１２９，０００kW）、
第二発電所（出力：４０，０００kW）、第３発電所
（出力：１８，０００kW）、第４発電所（１２，０００kW）
の総出力１９９，０００kWの４発電所を完成させ
た。ここで発電された電気は、日本海側の興
南にある朝鮮窒素肥料の化学工場に送電され
た。
（２）長津江水電㈱長津江発電所・虚川江発電所
長津江水電㈱は、１９３３（昭和８）年に資本金

２０００万円で設立され、野口が社長に就任した。
ちょう しん こう

長津江（全長：２６１㌔㍍）は、蓋馬高原の小馬
岱嶺（しょうばたいれい）に源を発し、鴨緑江
に流れている。１９３４年からダム工事を始め、１９３８
（昭和１３）年までに第一発電所（出力：１４４，０００
kW）、第二発電所（出力：１１２，０００kW）、第
三発電所（出力：４２，０００kW）、第四発電所（出
力：３４，０００kW）の総出力３３２，０００kWの発電
所を完工した。このうち５０％を自家用で使用
し、残りの半分を１９３４（昭和９）年に設立した
朝鮮送電㈱を通して、長津江～平壌間（距離：
２００㌔㍍）を１５４，０００Vで結ぶ送電線を建設し、
一般供給された。
さらに１９３７（昭和１２）年に資本金を７，０００万

円に増資し、長津江の開発と並行して虚川江
の開発に着手した。

きょ せん こう

虚川江（全長：２１０㌔㍍）は、蓋馬高原の妙
香山に源を発し、鴨緑江に流れている。１９３７
（昭和１２）年に工事を始め、昭和１８年までに第
一発電所（出力：６９，０００kW）、第二発電所（出
力：６９，８００kW）、第三発電所（出力：５８，０００
kW）、第四発電所（出力：６６，０００kW）の総出
力３３８，８００kWが完成した。ここの電力は、
東洋で初めての特別高圧２２０，０００Vの送電線
で興南工場、および清津まで一般供給として
送られた。
（３）朝鮮鴨緑江水力発電㈱・満州鴨緑江水力
発電㈱の水豊ダム
１９３７（昭和１２）年、朝鮮鴨緑江水力発電（本
社：京城、資本金：５０００万円、取締役社長：
野口遵））・満州鴨緑江水力発電（本社：東京、
資本金：５０００万円、理事長：野口遵）が設立
された。

おう りょく こう

鴨緑江（全長：７９０㌔㍍）は、中華人民共和
国の東北と朝鮮民主主義人民共和国（北朝
鮮）との国境となっている川で、白頭山に源

朝鮮半島の地図



を発し黄海に流れている。この中流域に１９３０
年代後半から１９４１（昭和１６）年にかけて、竣工
当時、北米のボルダーダムに次ぐ世界第二を
誇る水豊ダム（貯水湖の面積：３４５平方㌔㍍、
琵琶湖の約半分に相当）が建設された。水豊
ダムは鴨緑江河口から約２００㌔㍍の地点にあ
り、亘長９５０㍍、高さ１０７㍍の重力式コンクリ
ートダム方式である。

発電設備は７００，０００kWで、水車７台が電
業社、発電機１台の出力は１００，０００kWで、
５台は東芝、２台はシーメンス社製であった。
このように最後の大事業は鴨緑江の開発で

あり、それを見届けた終戦の前年１９４４（昭和
１９）年に亡くなった。
なお、野口の電気事業を中心にした年譜は

次のとおりである。

（寺沢 安正）

野口 遵 年譜

主 な 事 項
１８７３ 明治６ 野口之布・幸子の長男として金沢に生まれる
１８９６ 明治２９ 東京帝国大学電気工学科卒、郡山電灯に技師長格で赴任
１８９８ 明治３１ シーメンス・シュケルト社に入社・ケスラーの知遇を得る
１９０５ 明治３８ 友人福島金馬に誘われてアメリカ、ドイツを歴訪
１９０６ 明治３９ 曾木電気を設立、取締役社長に就任

渡独してフランク・カロー法石灰窒素製造特許を買収
１９０８ 明治４１ 曾木電気と日本カーバイド商会を合併し、日本窒素肥料㈱を設立

水俣工場でカーバイド製造開始
１９１５ 大正４ 宇治川電気㈱の技術顧問、後に取締役就任
１９１９ 大正８ 出雲電気㈱、広島電灯㈱設立
１９２０ 大正９ 日本鉱山㈱設立

五ヶ瀬電力㈱、阿武川水力㈱設立
１９２１ 大正１０ 渡欧してカザレー式アンモニア合成法の製造契約
１９２２ 大正１１ 旭絹職㈱を設立、専務取締役に就任
１９２６ 大正１５ 朝鮮水電㈱を設立、取締役社長に就任

信越窒素肥料㈱を設立
１９２７ 昭和２ 朝鮮窒素肥料㈱を設立、取締役社長に就任
１９２８ 昭和３ スェーデンから硫燐安の製造特許を購入
１９２９ 昭和４ 日本べンベルグ絹糸㈱を設立、取締役社長に就任
１９３０ 昭和５ 朝鮮窒素・朝鮮水電が合併

赴戦江系水力発電所の工事完成
新興鉄道㈱、日窒火薬㈱を設立

１９３３ 昭和８ 旭絹織・日本べンベルグ・延岡アンモニア工業が合併し
旭べンベルグ㈱を設立、取締役社長に就任
日本窒素肥料㈱社長に就任
長津江水電㈱設立、社長に就任

１９３４ 昭和９ 朝鮮送電㈱を設立
１９３７ 昭和１２ 朝鮮並びに満州鴨緑江水電㈱を設立し、社長および理事長に就任
１９４０ 昭和１５ 京城で脳溢血に倒れる
１９４１ 昭和１６ 全財産３，０００万円を寄付

（２，５００万円で野口研究所、５００万円で朝鮮奨学会を設立）
１９４３ 昭和１８ 朝鮮水力、朝鮮送電その他を合併して、朝鮮電業㈱を設立
１９４４ 昭和１９ ７２歳で死去




